
高まる一方の現在、より高度な情報

セキュリティ対策を講じていくこと

が求められている。

このような背景から、みずほ銀行

は、銀行の実務に精通する行員に専

門知識を身に付けさせることが情報

セキュリティレベル向上の鍵だと捉

え、情報セキュリティ資格を行員に

取得させるという取り組みを始めた。

2006年７月20日付の朝日新聞朝

刊記事によれば、情報セキュリティ

プロフェッショナル

認定資格「C I S S P」

の取得者を、当面 10

人をめどに養成する

とのことである。

みずほ銀行の取り組

みの方向性は、金融機

関の監督官庁である金

融庁が主催した「情報

セキュリティに関する

検討会」の検討結果と

も合致する。

2006年７月13日に発

表された検討結果にお

いて金融庁は、「金融

機関は、セキュリティ

対策を講じるにあたっ

ては、まずは各金融機

関がその経営責任にお

いて、犯罪の発生状況

などを踏まえ、自らの顧客や業務の

特性に応じた必要な検討を行った上

で態勢の整備に努めるべきである」

としている。さらに、その際に留意

すべき点として、「個別の対策を場当

たり的に講じるのではなく、セキュ

リティ全体の向上を目指す」ことを

挙げている。

情報セキュリティ資格を持つ行員の

養成にあたって、数多ある情報セキュ

リティ関連資格の中から、みずほ銀行

がCISSP（Certified Information

Systems Security Professional）を

選んだ理由はなんであろうか。

「多くの国内外の情報セキュリティ

関連資格を調べました。選定の判断基

準は、ベンダーフリーであること、包

括的であること、ユーザー部門の行員

にも有益であること、などでした。

弊行の場合、CISSP取得候補者

の行員は、特定の情報システムの管

理や運用を担当するだけでなく、銀

行業務に相応しい情報セキュリティ

を実現するために、情報セキュリテ

ィ対策全体を、企画・立案・管理・

監督する役割を期待されています。

ですから、情報セキュリティ全般を

今日の企業活動において情報セキ

ュリティ対策は必須であり、各企業

は経営における情報セキュリティの

重要性、社会的要請を認識し、課題

解決に向けた努力を日々重ねている。

金融機関も例外ではない。ATMシ

ステムやインターネットバンキング

に対する情報セキュリティリスクが
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ユーザー企業にも求められる
情報セキュリティ専門家

SIerやICTソリューションベンダーだけでなく、ユーザー企業においても、積極的に情報セ
キュリティ資格を所属員に取得させる動きが出てきている。みずほ銀行も、情報セキュリテ
ィレベル向上のための重要施策として、取り組みを始めた。
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図1 ATMシステムに対するリスクの例

なぜCISSPか？

（金融庁「情報セキュリティに関する検討会」発表資料より抜粋）

http://www.bcm.co.jp/


網羅した幅広い見識が必要です。

このような観点から検討した結

果、CISSPが最も適切な資格であ

ると判断しました。」（みずほ銀行

事務統括部　セキュリティ対策室

次長　北山　普弘氏）

それでは、みずほ銀行が選択した

CISSPとは、どのような資格なの

であろうか。みずほ銀行は、

CISSPを行員に取得させるにあた

って、NTTコミュニケーションズ

（NTT Com）に相談した。みずほ

銀行は、同社の通信ネットワークを

利用しているが、同社が社内に

CISSP認定保持者を多数有してい

ることを知り、CISSPの有用性と

取得のノウハウを同社の営業担当者

を通してヒアリングした。

NTT Comは、情報セキュリティビ

ジネスへの戦略的取り組みとして、

専門人材の育成に注力している。IT

系資格としては世界で初めて

ISO17024認証を取得し、全世界で

45,000人以上、日本国内では600人以

上（2006年11月現在）の認定保持者

がいるCISSPの取得を奨励し、セキ

ュリティを考慮したバランスの良い

ソリューションをお客様に提供する

ためのスキルを、社員に修得させて

いる。

CISSPは、現在最も必要とされ

ている情報セキュリティプロフェッ

ショナル認定資格と言われており、

そのカバー範囲は幅広く、10のド

メインに分類される（図２参照）。

NTT Comに在籍するCISSP認定

保持者の数は、すでに250名を超え、

2006年末までには、300名に達する

という。

「CISSPの取得を通して、営業、SE、

管理職を問わず、それぞれにスキルを

高めることができています。現在では、

あらゆる通信サービス、ICTソリュー

ションに、情報セキュリティのコンセ

プトを盛り込むことが必須となってい

ます。このような状況では、職種にか

かわらず、情報セキュ

リティについての十分

な見識を持たなければ、

お客様に最適なソリュ

ーションを提供するこ

とはできません。

CISSP取得奨励でも

う一つ成果があったの

は、社員に自信がつい

たことです。各国政府

機関をはじめ世界的に

認められている資格の

取得は、社員に大きな自信をもたら

しています。」（NTTコミュニケーシ

ョンズ　プラットフォームサービス

部長　CISSP 笠原　久嗣氏）

IDCの調査（IDC’s Global Infor-

mation Security Workforce Study,

2005）によると、CISSP認定保持者の

所属企業・組織の割合は、プロフェッ

ショナルサービス28%、金融機関22%、

政府関係組織14%となっている。

日本においても、みずほ銀行のよ

うに、情報システムのユーザー企業

が、所属員に取得を奨励する動きが

出てきているが、今後さらに、さま

ざまな業種業界で、CISSP導入の

流れが強まっていくと予想される。
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NTTコミュニケーションズ株式会社
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CISSPの今後のひろがり
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